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（1868～1918）

　軍人（海軍中将）。松山城下（現、松山市）出身。幼名は淳五郎。
陸軍大将の秋山好古は実兄である。東京大学予備門（現、東京
大学）から海軍兵学校へ転じ、首席で卒業して少尉となった。
明治26（1893）年、イギリスへ渡って巡洋艦「吉野」を回航、翌
年、巡洋艦「筑紫」の航海士となり日清戦争に従軍した。明治30

（1897）年、海外派遣士官としてアメリカに留学し、近代海軍戦
術を究める一方、米西戦争を観戦して詳細に記録・分析した。
帰国後は参謀職を経て海軍大学校の教官となり、体系的な海軍
戦術教育を行った。
　日露戦争の際には連合艦隊作戦参謀として参戦し、我が国の
命運を決定する日本海海戦では、「天気晴朗なれども浪高し」の
名文を打電し、意表をつく敵
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戦法）により勝利
に導いた。俳人の正岡子規は、愛媛県松山中学校（現、県立松

山東高等学校）時代の同級生である。

略 歴
慶応４（1868）年３月20日 　松山城下の歩行町の秋山家の五男として生まれる。
明治12（1879）年　　　　 　愛媛県松山中学校へ入学
明治17（1884）年　　　　 　東京大学予備門に入校。正岡子規との下宿生活
明治19（1886）年　　　　 　海軍兵学校に入校
明治23（1890）年　　　　 　海軍兵学校を首席で卒業。少尉候補生となる。
明治26（1893）年　　　　 　イギリスへ渡って巡洋艦「吉野」を回航する。
明治27（1894）年　　　　 　日清戦争が起こる。巡洋艦「筑紫」の航海士として従軍
明治30（1897）年　　　　 　海外派遣士官としてアメリカへ留学
明治35（1902）年　　　　 　海軍大学校教官となる。
明治37（1904）年　　　　 　日露戦争が起こる。連合艦隊作戦参謀として従軍
明治38（1905）年　　　　 　日本海海戦でロシアのバルチック艦隊を連合艦隊が破る。
明治44（1911）年　　　　 　第一艦隊参謀長に就任
大正３（1914）年　　　　 　海軍少将に昇進。軍務局長となる。
大正５（1916）年　　　　 　第一次世界大戦視察のため渡欧
大正６（1917）年12月　　 　海軍中将に昇進。病気のため職務を持たないで待機
大正７（1918）年２月４日 　51歳で永眠

（写真提供：松山市立子規記念博物館）
〈関連図書〉
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